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Windows95で発生する「不正

処理を働きました」というエラー

の原因を探るのは簡単ではありません。OS

（オペレーティングシステム）のエラーはアプ

リケーションソフトが単独で引き起こす問題

や、同時に動作する複数のソフト間で何ら

かの干渉を起こして発生する問題、そのほ

かメモリー容量やハードディスク容量などの

ハードウェア資源が不足したり、特定のハ

ードウェアとアプリケーションが干渉して起

こす問題など、さまざまな原因から生じま

す。とくに、ソフトウェアの環境が問題に

なっていると、同じ機種、同じメモリー/ハ

ードウェア容量のパソコンでも、ソフトのバ

ージョンや環境設定などでエラー発生の有

無が変わってきます。

ネットスケープを使っていると起きやすく、

Javaアプレットを読み込むページを見よう

とするとさらに頻繁に発生するエラーという

ことならば、とりあえず、メモリー関連を調

べてみてはいかがでしょうか。ネットスケー

プは多くのメモリーを必要とするアプリケー

ションで、JavaやShockwaveなどを用い

たページのブラウジングにはさらにメモリー

を消費します。メモリーが少ないと、ハード

ディスクの空き容量をメモリーとして消費し

てしまう（仮想メモリー機能）ことが多くな

り、実行速度や安定性に影響が出てきます。

メモリーには十分な空きがあるかを確認して

ください。パソ

コンに搭載され

るメモリーは最

低でも8Mバイ

トを必要とする

ことになってい

ますが、このことを考えると16Mバイト以

上のメモリーが望ましいでしょう。

続いて、ネットスケープのバージョンも確

認してみましょう。ネットスケープのディー

ラーやメーカーのホームページには報告され

ている障害情報や、最新のバージョン情報

が集まっています。それらのページに自分の

障害に該当するトラブルがないか調べ、必

要ならば最新のバージョンに変更します。

ほかのアプリケーションやハードウェアの

干渉がないかを調べるには、必要最小限の

ソフト、ハードとネットスケープだけで動作

するか試してみましょう。不要なハードを外

し、基本的なドライバーだけを使うように

し、スタートアップに指定するソフトを止め

るなどの対策を施して動作確認をしながら

原因となる構成を見つけていきます。ネッ

トスケープと同時に使うとエラーが発生しや

すいハード（ドライバー）、ソフトがわかっ

たら、それらのメーカーやディラーに問い合

わせてみましょう。 （菊地宏明）A.

このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

Javaを使ったホームページを見よ

うとすると、頻繁にエラーになりま

す。Windows95が「不正処理を

働きました」というメッセージを出

して（図1）、ネットスケープを終了

しないといけなくなります。専門用

語で「落ちる」っていうんでしょう

か。ネットスケープを使っていると

よくあることなんですが、どちらか

というと、Javaを使ったぺージで

頻繁に起こるような気がします。会

社の同僚のパソコンではだいじょう

ぶなのに、僕のだけエラーになった

りします。何かパソコンの設定が悪

いのでしょうか。原因と対策を教え

てください。 （南 俊秀さん）

今月の回答者
菊地宏明、砂原秀樹、川添　歩
【アドハイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

図1 Windows95のエラーメッセージ
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この「̃」（チルダと読む）、実

はUNIXのルールから発生してき

たものです。ファイル名を示すときに

̃suna/foo.c

のように指定すると、ユーザーsunaのホー

ムディレクトリー（つまりユーザーsunaが

管理しているファイルが置かれている場所）

にあるfoo.cというファイルを指すことにな

ります。

これと同じように、http://www.bar.co.jp/
̃ suna/foo.htmlというURLはwww.bar.co.jp

というコンピュータ上のsunaというユーザ

ーが持つfoo.htmlというファイルをhttpでア

クセスすることを示しているのです。

通常、WWWで管理されるさまざまなフ

ァイルは、HTTPサーバーがアクセスできる

特定の領域に格納されています。そして、

これらのファイルの変更は管理者のみができ

るようになっていると思います。つまり、情

報を追加したり、更新したりする作業は、

システムの管理者だけしかできないわけです。

研究室からのお知らせや案内などを掲載

するだけであればこれでもいいのですが、研

究室の各メンバー1人1人のホームページな

どを管理する場合には、個々のユーザーが

自由に情報を変更/追加することができるよ

うになっていなければなりません。そこで、

WWWではUNIXの記法（図2）を拝借し

て、各利用者が書き変えできる場所に置か

れたファイルにアクセスできるようにしてい

るのです。

しかし、「̃̃ suna」がsunaというユーザー

のホームディレクトリーそのものを指すこと

になってしまうと、そのホームディレクトリ

ーに置かれたファイルは、世界中からまる見

えになってしまうため、セキュリティー上問

題になってきます。そこで、通常は利用者

のホームディレクトリーに置かれた

public_htmlというディレクトリー（実際に

はHTTPサーバーの設定によって異なります

のでシステムの管理者に問い合わせてみてく

ださい）の中のファイルを指すことになって

います。

したがって、先ほどのURL の場合、

www.bar.co.jpというコンピュータ上の、

sunaというユーザーのホームディレクトリ中

にある、public_htmlというディレクトリの

下に置かれたfoo.htmlというファイルがアク

セスされることになります。このように指定

することで、利用者は自分のホームディレ

クトリーの下の決められた場所にファイルを

置くだけで自分のホームページを立ち上げる

ことができるようになるのです。そして、こ

のときシステムの管理者はWWWサーバー

の設定を変更しなくてもよいようになってい

るのです。

全員がシステム管理者になることができ

るような小さな環境ではこのような機能を利

用しなくてもあまり不便はないかもしれませ

んが、プロバイダーのサーバーのように、何

千、何万という非常に多くの利用者が勝手

に自分のホームページを変更できるようにし

なければならない場合、このメカニズムを用

いることで管理者の手をわずらわせることな

く情報を最新の状態に維持することができ

ることになります。これは、大学全体のサ

ーバーで学生や教官のホームページを管理す

る場合でも同様です。

とにかく、個人個人が情報発信をしたい

場合に、このようなしくみを利用すること

で、1人1人が個々にサーバーを立ちあげる

ことなく、自由に情報を発信していくこと

ができるようになっています。これは非常に

便利ですよね。

鈴木さんも研究室のメンバー紹介などの

ページを作っておられると思いますが、自分

のページは自分で作るというルールを導入し

てこのしくみを利用すると、管理の負担が

軽減すると思いますよ。 （砂原秀樹）

A.

ネットサーフィンをしていると、よ

くURLに「̃」が使われていますね。

たとえばhttp://www.???.co.jp/

̃suzuki/index.htmlというよう

に。この「̃」には何か意味がある

のでしょうか。私も大学の研究室の

WWWサーバーを管理していますが、

「̃」を使わなくても今のところ不都

合は感じません。なくてもいいよう

な気がするのですが、なぜみんな使

うのでしょうか。不思議でなりません。

（鈴木洋さん）

図2 UNIXの記法では、̃ を
指定すると、間にあるデ
ィレクトリー階層を省略
してその場所を指すこと
ができる。

www.bar.co.jp/～suna/foo.html

階層を省略 

www.bar.co.jp/aaa/bbb/ccc/ddd/suna/foo.html

www.bar.co.jp/～suna/foo.html

www.bar.co.jp/aaa/bbb/ccc/ddd/suna/foo.html
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たしかに基本的ではありますが、

多くの人が「そんなものだ」と思

って考えさえしていなかった点を、このご質

問はついていると思います。

まず、1ですが、現在でもないわけでは

ありません。現在の縦書き表示を実現する

には、画像にしてしまうか、横書きのテキ

ストファイルに無理やり縦に書いて、等幅

を指定する<PRE>タグを使って表示すると

いう方法があります（図3）。どちらにして

も非常に苦しい方法ではありますが、これ

らの方法で表現しているホームページもあり

ます。現状のブラウザーでも、ページが横に

長ければ横スクロールはしますが、問題はペ

ージを開いたときには左端、つまり縦書き

の文章の後ろのほうが先に表示されてしま

うことです。

また、画像を使う場合はもちろん、無理

やり縦書きにした場合も、元の文章の情報

が検索できる形では入っていないという問題

もあります。それでも、内田さんご提案の

「絵巻物」であれば、画像で実現することに

なりますので、後ろから表示

されてしまうという点を除けば

可能であるわけです。

英語を縦書きにして見せた

ら、というご提案ですが、英

語などの言語は単語単位にパターン認識し

て読んでいく言語なので、それを縦に並べ

てしまうと非常に読みにくくなります。洋書

の本の背表紙で、文字を縦に並べるのでは

なく横に寝かせているのは、首を傾けさせる

ほうが、まだ縦に並べた文字を読むよりも

楽だからでしょう。もっとも、最近は中国

でも文章は横書きが基本のようですし、ほ

とんどの出版印刷物が縦書きである日本語

は世界的にも希な言語でしょう。それを見

慣れない外国人にとっては、珍しく、面白

いものであることはたしかのようです。以前、

国際線に乗って文庫本を読んでいたときに、

近くにいた外国人が興味深そうにページを

のぞき込んで、「縦に文字が書いてあるよ、

おい」って連れの人と話しているのを聞きま

した。

2のご質問ですが、現在そのようなも

のはありません。少なくとも標準の

HTMLで縦書きをサポートする予定は当

面ないでしょう。HTMLは欧米中心で作

られていますから、日本から提案がない

限り、外国人はそんなことは考えてもい

ないでしょうし、提案したところで彼ら

には何の利益もない機能ですから、なか

なか難しいかもしれません。しかし、3

の縦書き対応ブラウザーがもし出現した

A.
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非常に基本的な疑問で申し訳ないの

ですが、3つ質問させてください。

1どうして縦書きのホームページは

ないのでしょうか。たとえば、『鳥獣

戯画』みたいな絵巻物風の縦書きホ

ームページがあったら面白いと思い

ます。英語を縦書きにして日本語の

文のそばに書いてみたら、英語圏の

方々にも「縦書き文を読む」という

意外な面白さが伝わるのではないか

と思います。2HTMLがあったら教

えてください。3縦書き対応の（つ

まり画面を横スクロールできる）ブ

ラウザーがないでしょうか。すごく

変な質問でおはずかしいのですが、

ただ、「テキストは右から左、上から

下へ読むものだ」ということにいつ

のまにか決められてしまっているよ

うな気がします。 （内田 司さん）

図3 既存のページを参考にして、編集部でも縦書きホームペ
ージを作ってみた。句読点をそれらしい記号に変えたりし
て工夫しているが、見るのも作るのも相当厳しい。
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ら、その場合はブラウザーが独自に拡張

タグをもっている可能性があります。あ

まり夢のようなことを言っていてもしか

たないので、現在進んでいる状況の中で

縦書きを実現する方法を2つご紹介して

おきます。

ひとつは、アドビ社のAcrobat（PDF）を

使う方法です。Acrobatは印刷イメージその

ままを、作成したアプリケーションを持って

いなくても表示・プリントできる技術で、

Netscapeブラウザーのプラグインに対応し

ています。これを使えば、他の縦書き対応ア

プリケーションで作成した文書を、ホームペ

ージ上で表示することができます（図4）。

もう1つは、ボイジャー社のネットエキス

パンドブックを使う方法です。エキスパンド

ブックは、コンピュータの画面で読むという

ことを追求した電子の「本」ですが、それ

が最近インターネット対応になりました。エ

キスパンドブックのプレイヤーと、間もなく

登場するプラグインを使うことで、ホームペ

ージ上にエキスパンドブックを置いてクリッ

クするだけで、それをダウンロードして開く

ことができるようになります。エキスパンド

ブックでは非常に見やすい縦書きの表示が

できるようになります。

入門者のための 

Windows95の画面で、ネットス

ケープとかマイコンピュータとかのア

イコンの絵を、元と違う絵に変更し

てあるパソコンを見かけました。私

も変更してみたいのですが、どうし

たらいいのかわかりません。方法を

教えてください。 （砂山慎二さん）

図4 アドビ社のAcrobatを使って、読売新聞社がアトランタ
オリンピック期間中、FAX速報サービスのデータを試験
的に提供していた。このままズームしたり印刷したりできる｡

図5 まず、エクスプローラーから「表示」→「オプション」を選び、ファ
ィルタイプシートを表示する。ここで変更するデータを選び、編集ボ
タンをクリックすると次のシートが現れる。さらにアイコンの変更ボタ
ンをクリックする。ここでサンプルのアイコンから選択するか、さらに
参照ボタンを押して違う絵柄のファイルを指定すると変更できる。

■日本語Acrobat
3.0ベータ版の所在
jhttp://www.adobe.com/acrobat/3beta/jpmain.html
2.1は本誌CD-ROMに収録しています。
■日本語エキスパンドブックの情報
jhttp://www.boyager.co.jp/

アイコンは拡張子別に付けられて

います。これを変更するにはいろ

いろな方法があります。

まず、スタートアップメニューから、エク

スプローラーを起動します。エクスプローラ

ーの「表示」メニューの「オプション」項

目を選ぶと現れるウィンドウからファイルタ

イプ設定のシートが表示されます。ここで

「編集」ボタンをクリックすると表示される

ファイルタイプの編集ウィンドウで変更する

ことがきます。 Windows95は、ファイル

の拡張子からMIME形式の種類に分類して

アプリケーションやアイコンを対応付けてお

り、その設定がここで行えます。「アイコン

の変更」ボタンをクリックすると、アイコン

の画像イメージデータが収録されているファ

イルと、アイコンのリストが現れます。この

設定を変更すると、アイコンの絵柄を変え

ることができます。（図5参照）

ファイルは、アイコンデータが含まれ

る.EXE、.DLL、.ICOや.BMPの拡張子の

ついたファイルを参照するとよいでしょ

A.
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う。.BMPは、含まれる画像データを縮小

したイメージがアイコンとして現れます。「フ

ァイル名」にいろいろなアイコンデータを指

定すると、標準とは違った画面ができ上が

ります。アイコン集やアイコンエディターも

出回っていますので、簡単に楽しめます。

しかし、デスクトップの「マイコンピュー

タ」などは、この方法では変更できません。

デスクトップのオブジェクトのアイコンとの

対応情報は、「レジストリー」と呼ばれるシ

ステムの設定データベースに保存されてお

り、デスクトップのアイコンを変更するには

ここを書き換えなければなりません。レジス

トリーには、起動時に必要な設定も含まれ

ており、データベースを誤って壊してしまう

と、今までと異なった動作をしたり、起動

しなくなったりするため、自分の責任におい

て作業する心がまえがなければ修正しないほ

うがいいでしょう。

それでも、アイコンを変えてみたいならば、

「レジストリーエディター」を使ってレジス

トリーを編集することができます。まず、

Windowsディレクトリーの下にあるregedit.exe

を起動し、現れる階層表示リストから、マイ

コンピュータ→HKEY_CLASSES_ROOT

→CLSID7→{20D04EF0-3AEA-1069-

A2D8-08002B30309D}→DefaultIconまで

たどります。

右側のリストの「（標準）」項目を選ぶと

「文字列の編集」というウインドウが開きま

す。「値のデータ」という欄にマイコンピュ

ータのアイコンデータのファイルが指定され、

ここを書き直すと表示されるアイコンが変わ

ります（図6参照）。

ファイルの後にカンマと数字が続いている

場合は、ファイルに複数のアイコンデータが

あるときで、数字はアイコンに付けられた番

号になります。

なお、Windows95の機能を拡張する

Microsoft Plus!（プラス）を入れているな

ら、レジストリーエディターを書き換えなく

ても簡単に変更できます。まず、デスクト

ップでマウスを右クリックすると現れるメニ

ューから、プロパティを選択します。ここ

で、Plus!のシートを選択し、「アイコンの変

更」を選ぶと、サンプルのアイコンが現れま

す（図7）。ここで参照ボタンをクリックし

て自作のビッマップファイルなどを指定する

こともできます。 （菊地宏明）

編集部よりお知らせ

ダイレクトプラスの会員番号を書いて送っ
て質問を送ってくださった方にはイレクト
プラスを発行することになりました。ダイ
レクトプラスの案内は294ページに掲載
しています。
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図6 Windowsの下のregedit.exeを起動し、左のウィン
ドウでマイコンピュータ→HKEY_CLASSES_ROOT
→CLSID7→{20D04EF0-3AEA-1069-A2D8-
08002B30309D}と下っていき、DefaultIconを選択
する。右側の標準をクリックすると、このウィンドウ
か開くので、数値を書き換える。しかし、これはとて
も危険な作業。

図7 Microsoft Plus!を入れているなら、デスクトップ
上でマウスの右ボタンをクリックしてプロパティ
を表示させると、Plus!のシートがある。ここで
マイコンピュータのアイコンを変更できる。
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http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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